
１．札幌開成の入学者選考について

４．今後の取り組みに関して

３．令和７年度開成中適性検査分析

２．今年度の進プラ生合格状況

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここまで平成2７年度の入試の概要を倍率や入試制度のしくみ、高校別の平均点などを踏まえてご説明してまいりましたが、ここからは進学プラザグループ※※教室の※※
より、平成2７年度入試の科目ごとの問題分析の報告をさせていただきます。
私の説明はここで終了させていただきます。ありがとうございました。

２番手の人登場
続きまして、（クリック）平成2７年度入試科目分析と今後の学習のポイントを説明してまいります。
私、進学プラザグループ　※※教室　※※です。よろしくお願いします。
前期入試・後期入試とそれぞれ分析をしていますが、今回は時間の関係上後期入試について説明します。
なお、進学資料の※※ページから※※ページに前期入試を含めた分析が記載されていますので、併せてご覧ください。






①大問1の問題数の増加に伴い、配点が変化
②大問2は完全解答が５問中４問

2025年度 配点

大問１ 設問数 ９
（1）～（7）各５点

（8）～（9）完全15点

大問2 設問数 ５
（1）～（5）各１０点
うち完全解答４問

2024年度 配点

大問１ 設問数 ５
（1）～（5）各10点
うち完全解答3問

大問2 設問数 ５
（1）～（2）各５点
（3）～（4）各10点
（5）二つで20点



適性検査Ⅰ

大問１



問題数増の配点５で易化

２ ３１

（1）～（6）
カードの合計点を
予測する問題

確実に３５点分を取る



発展へ
前問の解き方から解答を導く

カード6枚＆4種類に

（8）記述
説明する問題

令和4年度から3年ぶりの出題

（9）の解答と合わせて
完全解答 配点15点

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
令和４年度の「呪文の強さを３回で見分ける方法」を記述



解答例

まず左上の「○」を裏返す。

それが「△」なら右下の「○」と入
れ替えて完成。それが「△」ではな
かった場合はもう一度裏返して
「○」に戻し、今度は左下の「○」を
裏返して、それが「△」のはずなの
で右下の「○」と交換する

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
令和４年度の「呪文の強さを３回で見分ける方法」を記述



解答例

まず左上の「○」を裏返す。

それが「△」なら右下の「○」と入
れ替えて完成。それが「△」ではな
かった場合はもう一度裏返して
「○」に戻し、今度は左下の「○」を
裏返して、それが「△」のはずなの
で右下の「○」と交換する

大問１のポイントは
答えだけでなく

なぜ、そうなるのか
理由を順序立てて
説明が出来る力

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
令和４年度の「呪文の強さを３回で見分ける方法」を記述



適性検査Ⅰ

大問２



スタートからゴールまでの
道順を問う

粘り強く解く力

速読力～時間配分をする
ゴールできる場所を
すべて書き出せ！

読解力～ルールを理解する

解答例



出題者の意図を読み取る

いろいろ試して
答えを見つけよう

横の方眼紙を使って
考えよう

ゴールできるルートは
何通りですか？



前述の問題から発展

通ることが出来ない
箇所に「×」
を入れる

ルールの追加！

規則性を見つけよう！

解答例



最後の問題は
前述の問題から導く

全てのルートから
共通するルートを探す

出題者が用意した
方眼紙を使って

規則性を見つける



最後の問題は
前述の問題から導く

全てのルートから
共通するルートを探す

出題者が用意した
方眼紙を使って

規則性を見つける

時間配分を考えて
焦らず、正確に

試行錯誤を繰り返し
答えを導き出す力



適性検査Ⅱ



2024年度 配点

大問1 2問
（１）0～20点
（２）0～30点

大問2 1問 ０～50点

①問題数の増加に伴い、配点が変化
②２０２２年度から続いていた、大問２で３００字前後の長い記述
をさせる形式がなくなった



大問１は
過去の傾向を押さえつつ難化



（１）意見や考え方の共通点や相違点を答える問題は
２０２２年/２０２３年に類題が出されている

２０２２年

２０２３年

ア、イ、ウに共通する「考え方」を考察し記述する問題

他のグループにない良さ（相違点）を考え記述する問題

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
2022は3人の人物の話から考察。2023は地域清掃をした３グループの反省をまとめたもの。



より多くの委員会の共通した
考え方を記述できれば高得点

（最大４つ）

例年より、比較しなくてはな
らない要素が１つ増えた

中々４つの共通点が分から
ず苦戦した

時間を取られたなどの生徒
からの声があった

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
麻生の場合…３つの委員会の共通点はわかったけど、４つは厳しかった。時間配分的にあきらめて３つの委員会の共通点で書いた。（真野君）



（２）人の考えを変える方法として効果
的だと思われるアイディアとその理由
を記述する。

過去問の傾向に比べて
抽象的で書きにくい

＜過去の出題＞
・反省をふまえた活動提案
・新たな目標
・賛成意見と反対意見 など

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
質問内容が２次検査のグループ活動の「個人課題」に近しいように感じる。



適性検査Ⅱ

大問２



大問２は
【新傾向】が登場！



大問２（１）
【新傾向】意見の根拠を考察する問題
資料１～４をふまえ
救急車について異なる意見が出た



大問２（１）
【新傾向】意見の根拠を考察する問題
資料１～４をふまえ
救急車について異なる意見が出た

＜条件＞

① あゆむさん、かおるさんそれぞれについて
 ７５字以上１００字以内で書く。

② あゆむさんとかおるさんそれぞれの 考えとともに、
それぞれがそのように考えた理由を資料からわかる
ことをふまえて書く。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
塾では資料問題で資料→意見は様々な問題をあつかってきたが、今回のような逆のパターンはあまりなかった。



＜あゆむさん＞

あゆむさんは救急車の有料化を考えていて、その理由は、
資料１ではん送された人の症状が軽いけ がの割合が高く

なってきていること、また、資料２で年々救急車の到着が遅
くなる傾向があることだと思います。（95字） 

＜かおるさん＞

かおるさんは救急車は無料がよいと考えていて、その理由
は、資料３のすぐに手当が必要な症状や、資料４のとつ然
の症状がある時に、救急車が有料だとすぐに呼ぶことを迷
う可能性があるからだと思います。
（94字） 

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
塾では資料問題で資料→意見は様々な問題をあつかってきたが、今回のような逆のパターンはあまりなかった。



（２）過去問の類題が登場

＜条件＞
①１５０字以上２００字以内
②具体例をあげて説明
③②を明らかにするために
どんなデータが必要か書く

「判断に迷うこと」に
ついて自分の考えを記述
する問題



【類題】平成３１年度 適性Ⅱ大問２
インターネットの利用に関する問題



【類題】平成３１年度 適性Ⅱ大問２
インターネットの利用に関する問題

＜条件＞
①２つの資料から確実にわかること
②インターネット利用への「予想」
③②を明らかにするために必要なデータ
④１５０字以上２００字以内



今回は具体例がすぐに浮
かばないと大きなタイムロ
スになる

生徒からは時間内で書きき
れなかったとの声も…。



今回は具体例がすぐに浮
かばないと大きなタイムロ
スになる

生徒からは時間内で書きき
れなかったとの声も…。

＜模範解答＞

人間の生活に電力は必要ですが、火力発電で出される二
酸化炭素は自然環境に負荷をかけます。生活の豊かさと
自然保護のどちらを大切にすべきかは判断に迷うことと言
えます。このことが判断に迷うものであると明らかにするた
めには、毎年の電力使用量と生活の幸福度との関係を表
すデータと、毎年の火力発電による二酸化炭素排出量と地
球温暖化との関係を表すデータを集めるとよいと思います。
（181字）



適性Ⅱの対策
①基礎的な語彙力・正しい文法

日々の宿題・授業での細かな添削指導

②物事に関心をもつ
常に「自分はどう考えるか」を意識づけ

③記述力・資料の読み取りの力をつける
時間内で考えを簡潔にまとめる練習は必須
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